
昭
和
三
十
年
厚
生
省
令
第
二
十
三
号

歯
科
技
工
士
法
施
行
規
則

歯
科
技
工
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
第
七
条
第
三
項
、
第
十
六
条
、
第
十
八
条
、
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
附
則
第
二
条
第
二
項
並
び
に
歯
科
技
工
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
二
十
八
号
）
第
一
条
、
第

二
条
第
五
号
及
び
第
十
条
の
規
定
に
基
き
、
並
び
に
こ
れ
ら
の
法
令
を
実
施
す
る
た
め
、
歯
科
技
工
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

目
次第

一
章
　
免
許
（
第
一
条―

第
五
条
）

第
二
章
　
試
験
（
第
六
条―

第
十
一
条
の
二
）

第
三
章
　
指
示
書
及
び
歯
科
技
工
所
（
第
十
二
条―

第
十
四
条
）

第
四
章
　
雑
則
（
第
十
五
条
）

附
則

第
一
章
　
免
許

（
法
第
四
条
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
一
条
　
歯
科
技
工
士
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
六
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
視
覚
又
は
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
歯
科
技
工
士
の
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
つ
て

必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
す
る
。

（
障
害
を
補
う
手
段
等
の
考
慮
）

第
一
条
の
二
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
歯
科
技
工
士
免
許
の
申
請
を
行
つ
た
者
が
前
条
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
者
に
免
許
を
与
え
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
と
き
は
、
当
該
者
が
現
に
利
用
し
て
い

る
障
害
を
補
う
手
段
又
は
当
該
者
が
現
に
受
け
て
い
る
治
療
等
に
よ
り
障
害
が
補
わ
れ
、
又
は
障
害
の
程
度
が
軽
減
し
て
い
る
状
況
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
免
許
の
申
請
手
続
）

第
一
条
の
三
　
歯
科
技
工
士
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
二
十
八
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
二
（
令
第
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
歯
科
技
工
士
の
免
許
の
申
請
書
は
、

様
式
第
一
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
令
第
一
条
の
二
（
令
第
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
前
項
の
申
請
書
に
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
歯
科
技
工
士
国
家
試
験
（
以
下
「
試
験
」
と
い
う
。
）
の
合
格
証
書
の
写
又
は
合
格
証
明
書

二
　
戸
籍
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本
又
は
住
民
票
の
写
し
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
七
条
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
十

九
条
の
三
に
規
定
す
る
中
長
期
在
留
者
（
以
下
「
中
長
期
在
留
者
」
と
い
う
。
）
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
に
定
め

る
特
別
永
住
者
（
以
下
「
特
別
永
住
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
）
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。
第
四
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認

定
法
第
十
九
条
の
三
各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
旅
券
そ
の
他
の
身
分
を
証
す
る
書
類
の
写
し
。
第
四
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

三
　
視
覚
若
し
く
は
精
神
の
機
能
の
障
害
又
は
麻
薬
、
あ
へ
ん
若
し
く
は
大
麻
の
中
毒
者
で
あ
る
か
な
い
か
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書

３
　
第
一
項
の
申
請
書
に
合
格
し
た
試
験
の
施
行
年
月
、
受
験
地
及
び
受
験
番
号
を
記
載
し
た
場
合
に
は
、
前
項
第
一
号
の
書
類
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
登
録
事
項
）

第
二
条
　
令
第
二
条
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
以
外
で
、
歯
科
技
工
士
名
簿
（
以
下
「
名
簿
」
と
い
う
。
）
に
登
録
す
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
再
免
許
の
場
合
に
は
、
そ
の
旨

二
　
歯
科
技
工
士
免
許
証
（
以
下
「
免
許
証
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
歯
科
技
工
士
免
許
証
明
書
（
以
下
「
免
許
証
明
書
」
と
い
う
。
）
を
書
換
え
交
付
し
、
又
は
再
交
付
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨
並
び
に
そ
の
理
由
及
び
年
月
日

三
　
登
録
の
消
除
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨
並
び
に
そ
の
理
由
及
び
年
月
日

（
名
簿
の
訂
正
の
申
請
手
続
）

第
三
条
　
令
第
三
条
第
二
項
（
令
第
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
名
簿
の
訂
正
の
申
請
書
は
、
様
式
第
一
号
の
二
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
（
中
長
期
在
留
者
及
び
特
別
永
住
者
に
つ
い
て
は
住
民
票
の
写
し
（
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。
第
四
条
第
二
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
及
び
令
第
三
条
第
一
項
の
申
請
の
事
由
を
証
す
る
書
類
と
し
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
十
九
条
の
三
各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
旅
券
そ
の
他
の
身
分
を
証
す
る
書
類
の
写
し
及
び
同
項
の
申
請
の
事
由
を

証
す
る
書
類
と
す
る
。
）
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
免
許
証
及
び
免
許
証
明
書
の
書
換
え
交
付
申
請
）

第
四
条
　
令
第
五
条
第
二
項
の
免
許
証
の
書
換
え
交
付
の
申
請
書
及
び
令
第
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
令
第
五
条
第
二
項
の
免
許
証
明
書
の
書
換
え
交
付
の
申
請
書
は
、
様
式
第
一
号
の
二
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
免
許
証
又
は
免
許
証
明
書
及
び
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
（
中
長
期
在
留
者
及
び
特
別
永
住
者
に
つ
い
て
は
住
民
票
の
写
し
及
び
令
第
五
条
第
一
項
の
申
請
の
事
由
を
証
す
る
書
類
と
し
、
出
入
国
管
理
及
び

難
民
認
定
法
第
十
九
条
の
三
各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
旅
券
そ
の
他
の
身
分
を
証
す
る
書
類
の
写
し
及
び
同
項
の
申
請
の
事
由
を
証
す
る
書
類
と
す
る
。
）
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
免
許
証
及
び
免
許
証
明
書
の
再
交
付
申
請
）

第
四
条
の
二
　
令
第
六
条
第
二
項
の
免
許
証
の
再
交
付
の
申
請
書
及
び
令
第
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
令
第
六
条
第
二
項
の
免
許
証
明
書
の
再
交
付
の
申
請
書
は
、
様
式
第
二
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
戸
籍
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本
又
は
住
民
票
の
写
し
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
令
第
六
条
第
三
項
（
令
第
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
手
数
料
の
額
は
、
三
千
百
円
と
す
る
。
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（
登
録
免
許
税
及
び
手
数
料
の
納
付
）

第
四
条
の
三
　
第
一
条
の
三
第
一
項
又
は
第
三
条
第
一
項
の
申
請
書
に
は
、
登
録
免
許
税
の
領
収
証
書
又
は
登
録
免
許
税
の
額
に
相
当
す
る
収
入
印
紙
を
は
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
条
第
一
項
の
申
請
書
に
は
、
手
数
料
の
額
に
相
当
す
る
収
入
印
紙
を
は
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
第
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
登
録
機
関
が
歯
科
技
工
士
の
登
録
の
実
施
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
事
務
を

行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
届
出
等
）

第
五
条
　
法
第
六
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
二
年
ご
と
の
年
は
、
昭
和
五
十
七
年
を
初
年
と
す
る
同
年
以
後
の
二
年
ご
と
の
各
年
と
す
る
。

２
　
法
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
氏
名
、
年
令
及
び
性
別

二
　
住
所

三
　
歯
科
技
工
士
名
簿
登
録
番
号
及
び
登
録
年
月
日

四
　
業
務
に
従
事
す
る
場
所
の
所
在
地
及
び
名
称

３
　
前
項
の
届
出
は
、
様
式
第
三
号
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章
　
試
験

（
試
験
の
公
告
）

第
六
条
　
試
験
を
施
行
す
る
場
所
及
び
期
日
並
び
に
受
験
願
書
の
提
出
期
間
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
官
報
で
公
告
す
る
も
の
と
す
る
。

（
受
験
資
格
の
認
定
申
請
）

第
六
条
の
二
　
法
第
十
四
条
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
申
請
書
に
、
外
国
の
歯
科
技
工
士
学
校
若
し
く
は
養
成
所
を
卒
業
し
、
又
は
外
国
で
歯
科
技
工
士
の
免
許
を
受
け
た
こ
と
を
証

す
る
書
面
そ
の
他
の
必
要
な
書
類
を
添
え
て
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
受
験
の
手
続
）

第
七
条
　
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
受
験
願
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
法
第
十
四
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
卒
業
証
明
書

二
　
法
第
十
四
条
第
三
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
歯
科
医
師
国
家
試
験
又
は
歯
科
医
師
国
家
試
験
予
備
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

三
　
法
第
十
四
条
第
四
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
同
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

四
　
写
真
（
出
願
前
六
箇
月
以
内
に
脱
帽
で
正
面
か
ら
撮
影
し
た
縦
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
横
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
、
そ
の
裏
面
に

の
記
号
、
撮
影
年
月
日
及
び
氏
名
を
記
載
す
る
こ
と
。
）

２
　
前
項
の
受
験
願
書
は
様
式
第
四
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
試
験
の
科
目
）

第
八
条
　
試
験
の
科
目
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

学
説
試
験

歯
科
理
工
学

歯
の
解
剖
学

が
く顎

口
く
う腔

機
能
学

有
床
義
歯
技
工
学

歯
冠
修
復
技
工
学

矯
正
歯
科
技
工
学

小
児
歯
科
技
工
学

関
係
法
規

実
地
試
験

歯
科
技
工
実
技

（
合
格
証
書
）

第
九
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
試
験
に
合
格
し
た
者
に
合
格
証
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
合
格
証
明
書
の
交
付
及
び
手
数
料
）

第
十
条
　
試
験
に
合
格
し
た
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
合
格
証
明
書
の
交
付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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２
　
前
項
の
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
手
数
料
と
し
て
二
千
九
百
五
十
円
を
国
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
手
数
料
の
納
入
方
法
）

第
十
一
条
　
第
七
条
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
の
出
願
又
は
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
手
数
料
の
額
に
相
当
す
る
収
入
印
紙
を
受
験
願
書
又
は
申
請
書
に
は
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
規
定
の
適
用
等
）

第
十
一
条
の
二
　
法
第
十
五
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
試
験
機
関
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
試
験
機
関
」
と
い
う
。
）
が
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
第
七
条
第
一
項
、
第
九
条
及
び
第
十
条
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
七
条
第
一
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
に
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
五
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
試
験
機
関
（
第
九
条
及
び
第
十
条
に
お
い
て
「
指
定
試
験
機
関
」
と
い
う
。
）
に
」
と
、
第
九
条
及
び

第
十
条
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
り
、
及
び
「
国
」
と
あ
る
の
は
、
「
指
定
試
験
機
関
」
と
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
試
験
機
関
に
納
め
ら
れ
た
手
数
料
は
、
指
定
試
験
機
関
の
収
入
と
す
る
。

３
　
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
前
条
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

第
三
章
　
指
示
書
及
び
歯
科
技
工
所

（
指
示
書
）

第
十
二
条
　
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
指
示
書
の
記
載
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
患
者
の
氏
名

二
　
設
計

三
　
作
成
の
方
法

四
　
使
用
材
料

五
　
発
行
の
年
月
日

六
　
発
行
し
た
歯
科
医
師
の
氏
名
及
び
当
該
歯
科
医
師
の
勤
務
す
る
病
院
又
は
診
療
所
の
所
在
地

七
　
当
該
指
示
書
に
よ
る
歯
科
技
工
が
行
わ
れ
る
場
所
が
歯
科
技
工
所
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
名
称
及
び
所
在
地

（
届
出
事
項
）

第
十
三
条
　
法
第
二
十
一
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
開
設
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

二
　
開
設
の
年
月
日

三
　
名
称

四
　
開
設
の
場
所

五
　
管
理
者
の
住
所
及
び
氏
名

六
　
業
務
に
従
事
す
る
者
の
氏
名
並
び
に
当
該
者
が
第
四
号
に
掲
げ
る
場
所
以
外
の
場
所
に
お
い
て
、
電
子
計
算
機
を
用
い
た
情
報
処
理
に
よ
る
、
特
定
人
に
対
す
る
歯
科
医
療
の
用
に
供
す
る
補
て
つ
物
、
充
て
ん
物
又
は
矯
正
装

置
の
設
計
及
び
こ
れ
に
付
随
す
る
業
務
を
行
う
場
合
は
、
そ
の
旨
及
び
当
該
者
の
連
絡
先

七
　
構
造
設
備
の
概
要
及
び
平
面
図

２
　
法
第
二
十
一
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、
前
項
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

（
歯
科
技
工
所
の
構
造
設
備
基
準
）

第
十
三
条
の
二
　
法
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
歯
科
技
工
所
の
構
造
設
備
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
歯
科
技
工
を
行
う
の
に
必
要
な
設
備
及
び
器
具
等
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

二
　
歯
科
技
工
を
円
滑
か
つ
適
切
に
行
う
の
に
支
障
の
な
い
よ
う
設
備
及
び
器
具
等
が
整
備
及
び
配
置
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
清
掃
及
び
保
守
が
容
易
に
実
施
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
手
洗
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

四
　
常
時
居
住
す
る
場
所
及
び
不
潔
な
場
所
か
ら
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

五
　
安
全
上
及
び
防
火
上
支
障
が
な
い
よ
う
機
器
を
配
置
で
き
、
か
つ
、
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
面
積
を
有
す
る
こ
と
。

六
　
照
明
及
び
換
気
が
適
切
で
あ
る
こ
と
。

七
　
床
は
、
板
張
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
歯
科
技
工
作
業
の
性
質
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

八
　
出
入
口
及
び
窓
は
、
閉
鎖
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

九
　
防
じ
ん
、
防
湿
、
防
虫
又
は
防
そ
の
た
め
の
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

十
　
廃
水
及
び
廃
棄
物
の
処
理
に
要
す
る
設
備
及
び
器
具
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

十
一
　
歯
科
技
工
に
伴
っ
て
生
じ
る
じ
ん
あ
い
又
は
微
生
物
に
よ
る
汚
染
を
防
止
す
る
の
に
必
要
な
構
造
及
び
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

十
二
　
歯
科
技
工
に
使
用
さ
れ
る
原
料
、
材
料
、
中
間
物
等
を
衛
生
的
か
つ
安
全
に
貯
蔵
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

十
三
　
前
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
場
所
以
外
の
場
所
に
お
い
て
、
電
子
計
算
機
を
用
い
た
情
報
処
理
に
よ
る
、
特
定
人
に
対
す
る
歯
科
医
療
の
用
に
供
す
る
補
て
つ
物
、
充
て
ん
物
又
は
矯
正
装
置
の
設
計
及
び
こ
れ
に
付
随
す

る
業
務
を
行
う
者
が
い
る
場
合
は
、
個
人
情
報
の
適
切
な
管
理
の
た
め
の
特
段
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

第
十
四
条
　
法
第
二
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
証
明
書
は
、
様
式
第
五
号
に
よ
る
。
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第
四
章
　
雑
則

（
記
録
の
作
成
及
び
保
存
）

第
十
五
条
　
開
設
者
は
、
指
示
書
に
よ
る
歯
科
技
工
ご
と
に
、
そ
の
記
録
を
作
成
し
て
三
年
間
こ
れ
を
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
三
十
年
十
月
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
規
定
）

２
　
法
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
事
項
は
、
次
の
通
り
と
す
る
。

一
　
氏
名
、
年
令
及
び
性
別

二
　
本
籍
及
び
住
所

３
　
法
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
す
る
者
は
、
前
項
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
に
、
そ
の
者
が
法
附
則
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
る
書
類
を
添
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

４
　
都
道
府
県
知
事
は
、
名
簿
を
作
り
、
第
二
項
の
届
出
を
し
た
者
に
つ
い
て
、
そ
の
届
出
事
項
を
記
載
し
、
そ
の
者
に
届
出
を
受
理
し
た
旨
の
証
明
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

５
　
法
附
則
第
二
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
受
験
願
書
に
、
第
七
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
書
類
並
び
に
そ
の
者
が
法
附
則
第
二
条
第
三
項
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書

類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
三
年
五
月
八
日
厚
生
省
令
第
一
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
二
年
八
月
一
日
厚
生
省
令
第
二
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
八
年
一
一
月
一
日
厚
生
省
令
第
四
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
九
年
一
二
月
五
日
厚
生
省
令
第
四
五
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
指
定
又
は
承
認
を
受
け
て
い
る
歯
科
技
工
士
養
成
所
（
以
下
「
養
成
所
」
と
い
う
。
）
を
既
に
卒
業
し
た
者
又
は
養
成
所
に
お
い
て
現
に
歯
科
技
工
士
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
習
中
の
者
の
歯

科
技
工
士
試
験
の
科
目
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
歯
科
技
工
法
施
行
規
則
第
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
一
年
三
月
三
一
日
厚
生
省
令
第
一
〇
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
歯
科
衛
生
士
、
准
看
護
師
及
び
歯
科
技
工
士
に
係
る
免
許
申
請
書
、
受
験
願
書
又
は
履
歴
書
の
書
式
又
は
様
式
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
歯
科
衛
生
士
法
施
行
規
則
第
一
号
書
式
、
第
三
号
書
式
及
び
第
四
号
書

式
、
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
規
則
第
一
号
様
式
、
第
二
号
様
式
及
び
第
三
号
様
式
並
び
に
歯
科
技
工
法
施
行
規
則
様
式
第
一
号
、
様
式
第
四
号
及
び
様
式
第
五
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
五
月
二
五
日
厚
生
省
令
第
三
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
三
月
二
〇
日
厚
生
省
令
第
八
号
）

（
施
行
期
日
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
九
月
一
八
日
厚
生
省
令
第
四
四
号
）
　
抄

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
三
月
二
四
日
厚
生
省
令
第
一
〇
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
以
下
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
及
び
板
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
省
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
省
令
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
規
定
で
あ
っ
て
改
正
後
の
様
式
に
よ
り
記
載
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
三
月
一
九
日
厚
生
省
令
第
一
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
三
月
二
七
日
厚
生
省
令
第
一
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
二
月
二
八
日
厚
生
省
令
第
六
号
）
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１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
三
〇
日
厚
生
省
令
第
一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
四
月
一
日
厚
生
省
令
第
三
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
四
月
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
七
月
一
日
厚
生
省
令
第
四
七
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

５
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
三
月
一
四
日
厚
生
省
令
第
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
発
行
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
歯
科
技
工
士
法
施
行
規
則
第
十
二
条
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
指
示
書
は
、
改
正
後
の
歯
科
技
工
士
法
施
行
規
則
第
十
二
条
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
指
示
書
と
み
な

す
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
七
月
三
日
厚
生
省
令
第
四
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
一
一
月
二
〇
日
厚
生
省
令
第
六
二
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

６
　
こ
の
省
令
に
よ
る
施
行
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
手
続
は
、
附
則
第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
に
定
め
る
も
の
を
除
き
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
相
当
規

定
に
よ
り
さ
れ
た
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
手
続
と
み
な
す
。

７
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
以
下
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

８
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
三
月
二
七
日
厚
生
省
令
第
二
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
月
一
一
日
厚
生
省
令
第
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
三
〇
日
厚
生
省
令
第
五
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
一
三
日
厚
生
省
令
第
一
〇
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
二
〇
日
厚
生
省
令
第
一
二
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
七
月
一
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
障
害
者
等
に
係
る
欠
格
事
由
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
医
師
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
七
月
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
二
月
二
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
四
年
三
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
七
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
歯
科
技
工
士
法
施
行
規
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
受
験
手
続
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
歯
科
技
工
士
法
施
行
規
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
も
の
と
み
な

す
。
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附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
二
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
四
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
九
月
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
九
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
一
〇
月
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
五
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
発
行
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
歯
科
技
工
士
法
施
行
規
則
第
十
二
条
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
指
示
書
は
、
改
正
後
の
歯
科
技
工
士
法
施
行
規
則
第
十
二
条
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
指
示
書

と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
月
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
三
月
二
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
二
月
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
四
月
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
一
一
月
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
一
一
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
も
の
と

み
な
す
。

２
　
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
〇
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
目
次
の
改
正
規
定
（
「
・
第
十
三
条
」
を
「―

第
十
四
条
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。
）
及
び
本
則
に
一
章
を
加
え
る
改
正
規
定
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
七
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
七
号
）
　
抄
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（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

7



様
式
第
一
号
（
第
一
条
の
三
関
係
）
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様
式
第
一
号
の
二
（
第
三
条
、
第
四
条
関
係
）

様式第一号の二(第三条、第四条関係) 

  

 記

入

不

要 

登 録 番 号 

    

 

収 入 印 紙 欄 

(収入印紙は消印しないでください) 訂正書換え

交付年月日 

  

歯科技工士名簿訂正・免許証書換え交付申請書 

登 録 番 号 第 

            

号 登録年月日 

昭和 

平成 

令和 

    

年 

    

月 

    

日 

  

  

 

登録都道府県名   
都道

府県 

※コード番号 

      

 変更を生じた事項 

  変 更 前 変 更 後 (第 1 回) 変 更 後 (第 2 回) 

※コード番号                         

本 籍 

(国 籍) 

  都道

府県 

  都道

府県 

  都道

府県 

ふりがな (氏) (名) (氏) (名) (氏) (名) 

氏 名 
            

(旧姓) 
  

(旧姓) 
  

(旧姓) 
  

旧姓併記の有無   有 ・ 無 有 ・ 無 

通 称 名             

生 年 月 日 

昭 和 

平 成 

令 和 

西 暦 

        
年 

  昭 和 

平 成 

令 和 

西 暦 

        
年 

    

    
月 

    
日 

    
月 

    
日 

 

変 更 の 理 由 
  ※ ※               

 上記により歯科技工士名簿訂正・免許証書換え交付を申請します。 

                    年    月    日 

電 話 番 号 (    )   

住 所 
〒 都 道

府 県 

  

氏 名 

  
  

  受 付 印 

 

  厚生労働大臣 

  指定登録機関代表者 殿 

 

※印の欄は記載しないこと。 
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様
式
第
二
号
（
第
四
条
の
二
関
係
）

様式第二号(第四条の二関係) 

  

 
 

記

入

不

要 

登 録 番 号 
  

 

再交付年月日 
  

歯科技工士免許証再交付申請書 

登 録 番 号 第 

            

号 登録年月日 
昭和 
平成 
令和 

    

年 

    

月 

    

日 

  

 
  

 

登録都道府県名   
都 道

府 県 

※コード番号 

      

  
※コード番号         

本 籍 

(国 籍) 

  都 道

府 県 

  

 

ふ り が な (氏) (名)   

性 別 

男 
 

氏 名 

    

女 

(旧姓) 
  

  

通 称 名 
    

 

生 年 月 日 

昭 和 
平 成 
令 和 
西 暦 

        年     月     日 

  ※               

 

免 許 取 得

資 格 

昭 和 

平 成 

令 和 

    年     月 施行 歯科技工士試験合格 受験地 

  

 上記の歯科技工士免許証を(破った・汚した・失った)ので関係書類を添えて免許証の再交付を申請します。 

               年   月   日 

電 話 番 号 (    )   

住 所 
〒 都 道

府 県 

  

氏 名 
    

  受 付 印 

  厚生労働大臣 

  指定登録機関代表者 殿 

※印の欄は記載しないこと。 
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様
式
第
三
号
（
第
五
条
関
係
）

 

様式第三号(第五条関係) 

歯科技工士業務従事者届 

氏名 
  

性別 
  

年齢 歳 

住 所 
  

歯科技工士名簿登録 

番 号 
  

年 月 日 
  

業務に従事する場所 

1 歯科技工所 

2 病院又は診療所 

3 歯科技工士学校又は養成所 

4 事業所 

5 その他 

所 在 地 
  

名 称 
  

備 考 
  

 (注意)1．該当する数字を○で囲むこと。 

    2．「業務に従事する場所」の欄は、2以上の場所において業務に従事している場

合は、その主たるもの一つについて記載すること。 

    3．名称は各種法令の規定により届け出られた名称を使用すること。 

    4．昭和 57年 3月 31日までに免許を取得した者は、同日現在いずれの都道府県の

歯科技工士名簿に登録されていたかを備考欄に明記すること。 
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様
式
第
四
号
（
第
七
条
関
係
）

様式第四号(第七条関係) 

歯科技工士国家試験受験願書 

  収 入 印 紙 
(消印しないこ
と。) 

  

  

  ふりがな 

氏 名 

  

性別 

男 
受 験

番 号 

※   

  

女 

生 年 月 日 

明 治 
大 正 
昭 和 
平 成 
令 和 

年  月  日 
本 籍 

(国籍 ) 
(都道府県) 

受 験

希望地 

  

現 住 所 

           都道府県         市郡区 

  

(郵便番号   ―     )     電話番号      (   ) 

養成施設名   

最 終 学 歴 年卒業(見込)    

受
験
資
格 

資 格 該 当 項 目 添 付 書 類 

法第14条 

第1号該当   

卒業証明書 
第2号該当   

第3号該当 

  

※ 
歯科医師国家試験等を受けることがで
きる者である旨を証する書類 (該当項目に

○印をつける

こと。) 
第4号該当 

  
厚生労働大臣による受験資格を認定する書類 

連 絡 先 
電話番号      (    )       (内線)     

   上記により、歯科技工士国家試験を受験したいので申し込みます。 

 令和    年    月    日 

        厚 生 労 働 大 臣 

        指定試験機関代表者 
殿 

氏 名                   

備 考 1 ※印欄には、記入しないこと。 
    2 該当する不動文字を○で囲むこと。 
    3 黒ボールペンを用い、かい書ではっきりと記入すること。 
    4 指定登録機関に申請する場合には、所定の手続により受験手数料を納付し、収入印紙を貼らない

こと。 
    5 卒業証明書については、学校・養成所の長の発行に係るものであること。 
    6 ※の書類については、①大学等卒業証明書、②実地修練終了証明書、③厚生労働大臣による歯科

医師国家試験の受験資格を認定する書類等とし、①②についてはそれぞれ学校・実地修練実施施設
の長の発行に係るものであること。 

    7 用紙の大きさは、A4とすること。 
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様
式
第
五
号
（
第
十
四
条
関
係
）

 

様式第五号(第十四条関係) 

(表面) 

第   号 

 歯科技工士法第27条第2項の規定による

身分証明書 

   氏名 

年  月  日生 

  年  月  日発行 

 都道府県 

 (保健所設置市又は特別区) (印) 

  

  

写

真 
  

  

(裏面) 

 歯科技工士法(昭和30年法律第168号)抜

すい 

第27条 都道府県知事は、必要があると認

めるときは、歯科技工所の開設者若しく

は管理者に対し、必要な報告を命じ、又

は当該吏員に、歯科技工所に立ち入り、

その清潔保持の状況、構造設備若しくは

指示書その他の帳簿書類を検査させる

ことができる。 

2 前項の規定によつて立入検査をする当

該吏員は、その身分を示す証明書を携帯

し、かつ、関係人の請求があるときは、

これを提示しなければならない。 

3 第1項の規定による権限は、犯罪捜査のた

めに認められたものと解してはならない。 

第32条 次の各号のいずれかに該当する者

は、30万円以下の罰金に処する。 

 四 第27条第1項の規定による報告を怠

り､若しくは虚偽の報告をし､又は当該吏

員の検査を拒み､妨げ､若しくは忌避した

者 

注 保健所を設置する市又は特別区にあつ

ては、歯科技工士法第21条第1項の規定に

より、前記都道府県知事の権限は市長又

は区長が行うこととなつている。 
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